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一蹴… 源氏組香図｢ 花宴_ ，

源
氏
二
十
歳
の
二
月
下
旬
、
御
所
で
は
桜
の
宴

が
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
席
で
は
漢
詩
を
作
る
の
が
恒
例
と
な
っ
て

お
り
、
源
氏
も
与
え
ら
れ
た
「
春
」
と
い
う
順
を

含
め
た
詩
を
作
り
、
人
々
の
称
賛
を
得
ま
し
た
。

宴
が
果
て
、
人
々
が
退
出
し
た
あ
と
、
源
氏
は

臓
月
を
眺
め
な
が
ら
酔
い
を
さ
ま
す
風
情
で
庭
を

そ
ぞ
ろ
歩
き
し
、
憧
れ
の
藤
壷
の
宮
の
あ
た
り
に

近
づ
い
た
の
で
す
が
・
・
…
．
、
す
べ
て
の
戸
口
が
閉

ざ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ま
ま
歩
み
を
進
め
る
う
ち
、
弘
徽
殿
の
戸

口
が
開
い
て
お
り
、
忍
び
込
ん
だ
源
氏
の
前
を
「
膿

月
夜
に
似
る
も
の
そ
な
き
」
と
口
ず
さ
み
な
が
ら

通
り
か
か
っ
た
女
人
が
あ
り
ま
し
た
。

源
氏
は
、
そ
の
若
い
姫
の
袖
を
と
ら
え
、
抵
抗
す

る
力
も
な
い
姫
と
契
り
を
結
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

翌
朝
、
扇
を
交
換
し
て
別
れ
ま
し
た
が
、
姫
は
と

あ
ず
さ
弓
い
る
さ
の
山
に
惑
ふ
か
な
ほ
の
み
し
月
の
影
や
見
ゆ
る
と
源
氏

も

心
い
る
方
な
ら
ま
せ
ば
ゆ
み
は
り
の
月
な
き
空
に
迷
は
ま
し
や
は
雌
月
夜
の
君

兎一

m

８
水
墨
国
広
節
夫
・
書
国
広
冨
美
子

う
と
う
輿
﹇
前
を
明
か
し
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

三
月
下
旬
、
右
大
臣
家
で
は
弓
の
会
が
催
』
さ
れ
、

源
氏
も
招
か
れ
ま
し
た
。
源
氏
に
は
一
つ
の
思
い

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
雁
月
夜
に
結
ば
れ
た
姫

が
こ
の
右
大
臣
家
の
中
の
人
で
は
な
い
か
と
い
う

期
待
だ
っ
た
の
で
す
。
夜
も
少
し
ふ
け
た
頃
、
酔

っ
た
ふ
り
で
姫
君
達
の
住
む
部
屋
へ
忍
び
入
り
、

あ
の
日
取
り
交
わ
し
た
扇
に
こ
と
よ
せ
て
「
暑
い

の
に
扇
が
な
く
て
…
…
」
な
ど
と
声
を
か
け
て
み

ま
す
と
、
た
し
か
に
あ
の
夜
の
姫
の
風
情
で
、
か

す
か
に
溜
息
を
漏
ら
さ
れ
た
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。

源
氏
は
、
腕
月
夜
の
姫
に
、
再
会
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
。

歌
は
あ
な
た
を
探
し
て
迷
っ
て
お
り
ま
し
た
。

と
い
う
源
氏
の
歌
に
、
熱
心
に
お
探
し
に
な
る
心

が
あ
れ
ば
、
お
迷
い
に
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の

で
は
。
…
：
と
い
う
雌
月
夜
の
君
の
返
歌
で
す
。

墨
い
る
で
つ
づ
る
恋
歌

旨示雪雪要一

源
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げ

識３琴：
「
ハ
ル
ミ
さ
ん
と
の
対
談
だ
っ
た
ら
、

東
京
よ
り
横
浜
の
ほ
う
が
い
い
よ
。
ぼ

く
翌
朝
、
新
潟
へ
行
く
ん
だ
か
ら
…
。

今
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
が
で
き

て
、
凄
い
人
気
だ
よ
。
お
い
で
よ
」

電
通
マ
ン
で
、
芥
川
賞
作
家
の
新
井

満
さ
ん
の
電
話
の
声
で
、
あ
っ
と
驚
い

た
。
待
て
よ
。
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の

三
菱
ポ
ー
ト
ピ
ア
プ
ラ
ザ
の
高
層
住
宅

を
担
当
し
て
い
た
佐
々
木
真
さ
ん
が
、

横
浜
転
勤
で
タ
ワ
ー
を
建
て
る
と
い
っ

て
た
、
あ
の
話
か
な
…
。

「
い
や
ｌ
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
プ
レ
ス
の
創
刊
号
に
〃
新
井
満

の
横
浜
的
生
活
″
を
特
集
し
て
ま
す
よ
。

四
日
な
ら
ホ
テ
ル
も
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
か
ら
泊
っ
て
対
談
も
や
っ
て
く
だ
さ

い
よ
・
ま
だ
鶏
新
井
さ
ん
に
お
目
に
か
か

っ
て
な
い
の
で
ぜ
ひ
」
と
佐
々
木
さ
ん
。

ご
縁
が
あ
る
な
あ
ミ
ナ
ト
町
同
志
っ

て
い
う
の
は
、
こ
っ
ち
の
方
が
凄
い
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
藤
本
ハ
ル
ミ
さ
ん
が

、
と

神
戸
っ
子
に
〃
季
節
の
女
″
を
連
載
中
。

き
も
の
地
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ド
レ
ス
を

b

と

ミミ、、;、口
創
っ
て
泌
年
に
な
る
。
｜
冊
の
作
品
集

に
し
て
枢
月
刊
日
、
新
神
戸
オ
リ
エ
ン

タ
ル
ホ
テ
ル
・
真
珠
の
間
で
出
版
記
念

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
く
。

本
の
タ
イ
ト
ル
は
〃
流
れ
る
季
節
〃
・

朽
年
前
、
藤
本
さ
ん
の
シ
ョ
ー
の
音

楽
は
雲
神
戸
電
通
に
い
た
新
井
さ
ん
が

「
月
山
」
と
、
「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
ア
ベ

ニ
ュ
ー
」
の
Ｌ
Ｐ
を
出
し
た
頃
で
、
感

動
的
な
音
づ
く
り
だ
っ
た
。
満
さ
ん
は

ハ
ル
ミ
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
服
を
、

あ
の
頃
か
ら
今
も
、
紀
子
夫
人
に
つ
く

り
、
ご
夫
婦
で
ハ
ル
ミ
さ
ん
の
よ
き
理

解
者
だ
。

Ｉ瞬自‘
ｒ
空

久
し
ぶ
り
の
ヨ
．
．
・
ハ
・
マ
。

そ
び
え
る
加
階
建
て
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
タ
ワ
ー
。
国
際
文
化
都
市
を
目
ざ
す

「
み
な
と
み
ら
い
四
」
地
区
は
、
横
浜
港

の
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
だ
。

こ
の
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
は
、
昭
和
佃
年

に
ア
イ
デ
ア
が
生
れ
、
昭
和
別
年
に
基

本
構
想
が
出
来
る
と
、
三
菱
重
工
業
㈱

横
浜
造
船
所
の
移
転
が
決
ま
っ
た
。
記

年
に
「
み
な
と
み
ら
い
西
」
の
名
称
と

起
工
式
。
埋
立
は
、
約
柵
診
（
既
存
土

地
Ⅲ
鯵
・
埋
立
地
巧
診
）
の
広
大
な
ス

ペ
ー
ス
だ
。

こ
こ
に
、
１
８
５
９
年
開
港
以
来
、

横
浜
の
都
心
と
し
て
発
展
し
て
き
た
関

内
、
伊
勢
佐
木
町
地
区
と
、
戦
後
急
速

に
発
展
し
て
き
た
横
浜
駅
周
辺
地
区
の

臨
海
部
に
、
国
際
文
化
都
市
を
テ
ー
マ

と
す
る
業
務
、
文
化
、
商
業
、
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
多
彩
な
機
能
を
集
め

て
、
就
業
人
口
柏
万
人
、
居
住
人
口
１

万
人
と
い
う
創
世
紀
の
新
都
心
づ
く
り

を
し
、
横
浜
の
自
立
と
、
横
浜
港
の
機

能
転
換
、
四
世
紀
の
情
報
都
市
、
水
と

緑
に
囲
ま
れ
た
人
間
環
境
都
市
と
し
て

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
空
間
創
出
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

平
成
元
年
３
月
に
横
浜
博
開
幕
。
ｎ

月
に
横
浜
美
術
館
正
式
オ
ー
プ
ン
。
平

成
２
年
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
着
工
。

平
成
３
年
に
横
浜
国
際
平
和
会
議
場

が
竣
工
し
、
５
年
７
月
に
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
タ
ワ
ー
が
完
成
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
広
大
さ
は

関
東
平
野
と
、
東
京
湾
と
い
う
自
然
環

境
の
賜
物
だ
と
思
う
。

「町の人と一緒にランドマークタ
ワーのプロジェクトをやりました
よ」と島田勝久さん▲
右／小島博さん

(慧憩豊蓄恵製雛綾）
左／佐々木真さん
( 三識地所K K 描浜或業部主任）

対
談
の
舞
台
は
、
横
浜
に
決
っ
た
⑥
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ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
の
朽
階
に
あ

る
三
菱
地
所
㈱
の
窓
か
ら
広
が
る
〃
み

な
と
み
ら
い
別
地
区
″
と
、
横
浜
ベ
イ

ブ
リ
ッ
ジ
の
新
景
は
、
広
く
誇
東
に
向

い
て
い
る
。
真
下
に
見
え
る
ド
ッ
ク
ヤ

ー
ド
が
、
広
場
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
の

出
入
口
に
な
っ
て
、
コ
ロ
シ
ア
ム
の
よ

う
な
彫
刻
的
な
造
形
が
楽
し
い
。

「
三
菱
造
船
が
金
沢
・
本
牧
に
引
越
し

た
後
で
、
明
治
弱
年
に
出
来
た
肋
２
の

ド
ッ
ク
の
水
を
ぬ
い
て
広
場
に
創
っ
た

ん
で
す
よ
。
伽
１
ド
ッ
ク
は
、
三
菱
で

コ
ン
ペ
を
や
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン
塔
と
、

日
本
丸
を
浮
べ
る
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
」

と
、
佐
々
木
さ
ん
の
上
司
で
取
締
役

横
浜
事
業
部
長
の
島
田
勝
久
さ
ん
。

「
ド
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ガ
ー
デ
ン
の
サ
イ
ド
に

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
〃
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
プ
ラ
ザ
″
５
階
ま
で
（
川
店
舗
）
あ
り
、

全
長
Ⅲ
ｍ
、
５
層
吹
き
ぬ
け
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
風
広
場
に
専
門
店
が
は
り
つ
い
て

い
ま
す
。
タ
ワ
ー
の
１
階
か
ら
岨
階
迄

が
オ
フ
ィ
ス
。
嶋
階
〜
乃
階
迄
が
〃
横

浜
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
ニ
ッ
コ
ー

（
川
室
）
〃
・
日
本
一
高
い
田
階
の
展
望

フ
ロ
ア
〃
ス
カ
イ
ガ
ー
デ
ン
〃
・
そ
れ

に
川
人
の
ホ
ー
ル
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
施

設
と
、
約
１
４
０
０
台
の
駐
車
場
が
完

成
し
ま
し
た
。

今
、
流
れ
が
変
わ
り
ま
し
た
ね
。

横
浜
へ
、
４
０
０
０
〜
４
５
０
０
台

の
車
が
、
土
・
日
に
や
っ
て
く
る
。
４

割
が
横
浜
、
２
割
５
分
が
千
葉
、
２
割

が
東
京
の
お
客
で
す
。
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
の
原
社
長
も
、
馬
車
道
界
隈

も
東
西
の
宿
泊
客
と
買
物
客
が
増
え
て

に

弓詮毛『

義
理９Ｆ

い
る
の
で
、
相
乗
効
果
が
上
が
っ
て
い

る
よ
っ
て
い
わ
れ
て
嬉
し
い
で
す
よ
。

こ
の
三
菱
の
仕
事
も
、
地
元
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
や
っ
て
き
ま
し
た
か
ら
、

Ⅲ
年
先
を
見
通
し
て
横
浜
が
力
を
つ
け

な
い
と
自
立
で
き
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
」

と
、
民
間
の
、
し
か
も
三
菱
マ
ン
が

根
性
入
れ
て
地
元
と
仲
良
く
や
っ
た
の

だ
と
い
う
気
概
は
、
造
船
所
の
引
越
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
。
佐
々
木
さ
ん
は
「
い

い
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
と
は
、
質
の
い
い
本

格
的
な
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
や
る
か
や

ら
な
い
か
で
風
格
が
違
っ
て
き
ま
す
よ
」

と
胸
を
張
っ
た
。

新
井
満
さ
ん
ご
夫
妻
と
一
緒
に
、
か

の
、
円
玉
が
直
立
し
て
倒
れ
な
い
と
い

う
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
、
田
階
の

ス
カ
イ
ガ
ー
デ
ン
へ
。

神
戸
の
山
を
背
に
し
た
瀬
戸
内
海
の

望
め
は
や
さ
し
く
女
性
的
、
横
浜
、
東

京
湾
、
太
平
洋
へ
の
眺
め
は
広
く
男
性

的
だ
。対

談
の
た
め
に
ホ
テ
ル
へ
入
っ
て
み

る
と
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
と

い
う
の
か
、
の
ど
や
か
で
、
か
つ
デ
コ

ラ
テ
ィ
ブ
な
雰
囲
気
の
優
雅
な
イ
ン
テ

リ
ア
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
ア
メ
リ
カ
と

の
貿
易
摩
擦
解
消
で
あ
る
ら
し
い
。

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
全
体
の
基
本

構
想
も
、
ヒ
ュ
ー
ス
タ
ン
ビ
ス
氏
と
、

ザ
・
ス
タ
ン
ビ
ス
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ッ
（
米

国
）
だ
。
ホ
テ
ル
前
に
あ
る
血
１
ド
ッ
ク

ヤ
ー
ド
の
日
本
丸
が
、
そ
の
国
際
交
流

を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
た
。

堂

▲ゴージャスな
ツインルームの窓から
横浜港が･ ･ ･ 向

▲スカイラウンジr シリウス｣ 夜もいいが朝食もいい

配

一
当彦

正

＞横浜ロイヤルパー
クホテルニッコーの
エントランスもアメ
リカンクラシック

『
』
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本社・神戸市来灘区御影塚町3 - 9 - 1 6 冠（0 7 8 ）8 4 1 - 0 5 5 】
本店・神戸市蝋瀧区御影塚叩- 4 - 8 冠（0 7 8 ）８４１－１８２１
( 本店は正月三カ日を除き無休営業峠間８: 3 0 ～1 8 : 3 0 ）

《

真
趣
を
こ
め
て
贈
り
ま
す

｜ー

、Q2と_夕

9３
昔
な
が
ら
の
酒
カ
ス
の
漬
物
、

ウ
リ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、
ス
イ

カ
、
守
凹
大
根
な
ど
が
、
現
代
的

な
感
覚
の
シ
ャ
レ
た
デ
ザ
イ
ン
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
収
め
ら
れ
て
い
て

そ
れ
が
い
か
に
も
神
戸
ら
し
い
。

伝
統
の
技
術
で
て
い
ね
い
に
横

け
あ
げ
ら
れ
た
甲
南
漬
が
好
き
で
、

自
分
で
も
家
で
よ
く
食
べ
て
い
る

が
、
知
人
、
友
人
に
も
ぜ
ひ
贈
り
た

い
逸
品
だ
。

デ
ザ
イ
ナ
ー

中
両
宙
Ⅲ

巴

お
歳
暮

神
戸
ら
し
い
贈
り
物

灘
の
塙
産
甲
南
漬

甲南漬本舗・はくびし本みりん醸造元

喬嶋酒類食品株式雷社
モダンディッシュi n 神戸セットの中昧は好みに応じてセ
レクトでき､ 手軽な２品（1 0 0 0 円) 、３品（1 5 0 0 円) セットか
らギフトに最適な９品( 5 0 0 0 円) セットまで各種揃っている。

隠欝
竜Ｌ■

震罰国回国
巳元町本店神戸市中央区北長狭通3 - 3 - 2 T E L ( 3 9 1 ) 4 0 1 1 (代衷）
●回京町店神戸市中央区元町過1 - 1 - 1 T E L ( 3 9 1 ) 5 8 5 9

■
ユ

ー ー←蛇やー壷丘－４上一

豚
肉
本
来
の
味
を

い
か
し
た
伝
統
の
焼
豚

新
生
公
司
の
焼
豚
は
、
関
西
風

味
の
薄
味
で
、
本
当
に
美
味
し
い
。

厳
選
さ
れ
た
新
鮮
な
豚
肉
を
、
秘

伝
の
タ
レ
に
型
時
間
た
っ
ぷ
り
と

漬
け
込
み
、
特
製
の
直
火
釜
で
２

時
間
か
け
て
じ
っ
く
り
焼
く
と
の

こ
と
。
本
場
北
京
式
の
調
法
を
ベ

ー
ス
に
、
添
加
物
を
い
っ
さ
い
使

わ
ず
日
本
人
向
け
の
味
つ
け
で
焼

き
上
げ
続
け
て
き
た
、
妬
年
の
伝

統
の
味
は
さ
す
が
。月

刊
神
戸
っ
子
編
集
長

小
泉
美
野
子

豚肉のカット、漬け込み、焼き上げは、２０～3 0 年のベテラ
ンが。焼豚のほか、ハムや味噌漬など…。
ギフト通信販売もあるとのこと。詳しくはお電話を。

一言←Ｐ角一転雷
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ふる

写真は洋ナシ、パパイヤ、リンゴ、柿などフルーツの詰め合
わせ。箱7 0 0 0 円､ カゴ6 0 0 0 円｡ 各種単品詰め合わせは3 0 0 0 円
から予算に応じて詰めてくれる。

国零F，駕寵
百参口念(078)22 1 - 1 2 4 8

神戸市兵庫区高松町１２－２５
冠（078)682-0261(代）

ａ

円馬

明
治
後
半
、
舶
来
野
菜
や
果
物

商
と
し
て
生
ま
れ
た
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｎ

Ｏ
は
、
異
人
館
街
北
野
の
入
口
、

中
山
手
で
高
級
フ
ル
ー
ツ
店
と
し

て
長
く
神
戸
っ
子
か
ら
親
し
ま
れ

て
き
た
。
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｏ
の
果
物

は
新
鮮
で
品
質
も
良
く
、
み
か
ん
、

西
洋
ナ
シ
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ

や
温
室
栽
培
の
イ
チ
ゴ
、
メ
ロ
ン

な
ど
、
果
物
の
詰
め
合
わ
せ
は
色

も
鮮
や
か
で
喜
ば
れ
る
贈
物
だ
。

生
鴎
神
社
宮
司

加
藤
隆
久

i識 豊整
ﾘ ｰ 塵７．－５，

Ｅご』

真
心
を
こ
め
て
贈
り
ま
す

ユ

お
歳
暮

神
戸
っ
子
に
親
ま
れ
て
き
た

高
級
フ
ル
ー
ツ
を
贈
物
に

把

衡』i壱一一

有限会社

ﾈ 申戸はしまん

廷：

Ｅ

Ｌ

■

;§鵠尉

創
作
吉
野
杉
箸
セ
ッ
ト
を
は
じ

め
、
数
々
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
割
箸
ギ

フ
ト
セ
ッ
ト
を
企
画
販
売
し
て
い

る
神
戸
は
し
ま
ん
。
手
作
り
吉
野

杉
箸
セ
ッ
ト
「
花
の
お
も
て
な
し
」

は
手
染
め
染
色
家
の
山
田
弘
子
さ

ん
の
筆
に
よ
る
、
野
に
咲
く
素
朴

な
花
が
、
熟
練
し
た
職
人
が
作
り

出
し
た
「
吉
野
杉
箸
」
の
箸
袋
に

あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。
お
も
て
な

し
の
膳
に
ぴ
っ
た
り
の
お
箸
だ
。

Ｌ 』

熊
幻
全
し
可

南京町「箸屋l にて販売。通信販売も致します。
詳しくはお通話でお問い合わせください。

吟
凸
晶
“

P L 鍾国

楽
し
い
会
食
や
お
も
て
な
し
の
膳
に

ぴ
っ
た
り
の
お
箸
セ
ッ
ト
を

》
》 蕊

…
延
塞

一
つ
兵
ｉ
ｆ

、
二

萄
拳

■
』
■
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*和装K i m o n o・G e tａ＊奨容Be a u t y
呉服息､ 騨忠がら屋
呉服齢｡ o i y ･ よしや
衣鍵蹴9 厘M Ｉ衣裳店
衣鍵詞『u y 量や衣鍾店

Ｈｏｕｓｅ
脇, ) ？，２，F
25-や｡machi
神 戸
０７８（9 0 名）Ｏ７３１
ＡｒｉｍＢ

胃鑑駿謡均ｉＦ
< 3 9 1 ）３８３８

中央区港島中町6 - 1 0 - 】
( 3 0 2 ）】１１１

鮒神戸駅削
〈2 9 1 ）１１２１
栄 町涌
（3 4 1 ）７３０ l
Ａ１ｏｉ－Ｃｈｏ

スイス菓子

＊家具家庭. 文化用品F u r n i t u r e ･ F a m i l y

雲具鵜思y愚e盆p商店卿.計か｡縞:。
玩具忠…T o y s …メヤ叡講制冊 : ：
カバ〉認Tにu n k C ｡ ．…‘｡…”上鞄店“畷認噌

〆カネ鵬｡乳p愚1s謡ネ店f弧'!'！i‘ｗＩ『,ｆｒｏｍｏＩＤはｉｍｕｒｕ

繕納儀式刷品蕊｡_蕊iud預寿堂鳥副剛２,'1-ゼ
和洋家具カーインテリアイリフネ儲5,1ずくyIIiiiiテン･カーペットInteriorlrifune

官具･ ｲ : ' テリアメープルＦＵＪＩＹＡ肯9 Ｗ６７ｋｐｒ：
鮮噸丸善神戸元町店屑, u P r ‘! ｡ ｆ１，

*和洋料理E a t i n g H o u s e
葉鰻日本料理蝋kuyoIei

寿司寵-N"ikom恩y・成駒
とんかつ武

Ｍｕｓａｓｉ

謹料雲鴇｡notsubo の

フレンチ北野クラ
レストランＴｈｅＫｉｔａｎｏＯｕｂ

曾鴻ぷ霞k圏．y・
寿司晶皇h e i
料亭総冨unoy‘ の

ハく二
Beniya
/ 電二一毛皮
BennieFurrier(Furs）
． マツ
ＫＯＭＡＴＵＹＡ
装
Ｓｏｅｎ
リ
Ｌｉｚａ

ウ インザ
イクシマ
Ikushimaya
ク ｐ
ＣｒｏｓｓＳｈｏｅｓ
ヨ シオ
Yosh i o k a S h o e s
サ ンジエ
マミ

亭
家
蔵
壷
ブ
弥
平
家

ヤ
店
ヤ
苑
ザ

阪，急二宮

螺｡Aiyo1H品ky3
＝宮本通り宿3 1 ）３２３６
ｓ昼『mD m 7 y a h o n d o r i

褐21f'０夕６－３断､１
ＣｅｎＬ曾ｒ－Ｇａｉ

統叩日b東』瞳f
l l - m o t o m 且c h i

f 2 罪ﾗ , プゲf
1 - K i l a n o - C h o

大丸前 ･ 三宮神社東

縄An悪;5674
生田神社前
( 3 3 1 ）０９３５
I k u 1 屋Ｓｕｒｅｅ１

花 阻
（3 7 1 》ｌ９２１－２
Ｈｍａｋｕｍ且

婦人服飾 本店( 3 3 2 ) 2 1 3 5 ~ 6
さんらか店《3 2 1 ）２６７８

恩2 F夢』寓言ザ
賊:cInle…ｌｉｏｎｕＩ
センター価・さんプラザ
〔331)1833.（331)0607

大 丸前
( 3 3 1 》 7 ５５０

センタープラザ３Ｆ
（ 3 9 1 ） 6 ８０ 6

さんプラザ 2 Ｆ
（ 3 3 1 ）７９５２

元町通一丁目
（3 3 】）２４】５
１－ｍｑ１ｏｍ且ｃｈＩ

Ａ９,)ｱ，ｐ７Ｅド
ＴｏｒＲｐＢｄ

大 丸前
（3 3 1 ） 5 1 ９Ｏ
１ｔｎｒｒｏＩＤＬｉｍ具i m B r u
七〆夕一Ｉｊｊ
( 3 3 1 ） 4 3 5 ８
さんらか（3 2 1 ) 1 3 5 8

驚秒ｸ (認識

＊宝飾品Ｊｅｗｅｌ・P e a r l s
ヘ キ モト宝飾耐kimotoPear,＄

宝飾思a k 蕊" , s 真珠店
へ争

宝飾急｡! T ､ j… 吾〆‐マ
宝飾愚見i 話H 1 ヤモンド
宝飾木下真珠

Kin O s h i t a P e a r l s

宝 飾森真珠
ＭｏｒｉＰｅａｒＩｓ

毛 皮

高級婦人服地
お仕立て
オートク
チュール

婦人服飾
クチュール＆
ブティック

ハンドバック
アクセサリー
BALLY方インク
直輸入家具
踊人，紳士徹
端人服飾

婦人服飾

国際会館ｌ服
【2 2 1 ）００６２．
１，１Ｇｍ･ ａｔｉｏｎａｌＨｏｕ“

七シダ一ｌｊｉ
( 3 9 1 ）４０８５

元町過二丁目
( 3 3 1 ）５７６１
２－ｍｏｌ｡ m 良c h 8

卜 アロ－ド
( 3 3 1 1 2 ３９ 7
ＴＤｒＲｏＢｄ

山本通一丁目
２２１－３１７０

二宮町一丁目
２４１－２１２５

ヤ
ス
カ
ル *菓子. 喫茶C a k e ･ T e a - r o o m

i I 洋蕊柔想e息鱈u厚月堂
洋菓子クツキ－の館
洋菓子ドンク
喫茶Ｄｏｎｑ
チョコレートモロゾフ
喫茶M o r o z o f f

ｲ ﾂ 菓子蒜h h e i 展ハイム
洋菓子ザ・上ロタ

THE H 1 R O T A C o n m e c I i o n e r y l n c ･
洋菓子二Ｌ－ハイムコンフェクト

＊紳士洋服・洋品T a i l o r ＆M e n ，ｓＳｈｏｐ
紳士服鴇思i 蔦吉洋服店僑" w 趣￥Ｊ§４－ｍｏｌ。ｍ昼ｃｈｉ

紳士服古i, ｡患i i厚洋服店諏j愚ｆ７号５－ｍｏｔｃｍＢｃｈＩ

洋品雑貨其n o h 。……．”ゾへ雷 3 ＩＦ夢テ７９

紳士服撒鰯渡辺騎伊8 急幣亨8口１国ｏｇＢｍＩ－ｄｏｒｉ

Ｗ‘Ｗ"費羅R面R f キュリー＊”‘…'”（3 3 1 ）７８５７
１n I r O n k o 【Ｄａｉｍａｒｕ

紳士服アダムＧ儲 3 ｒ３会ギタ：

＊ホテルH o t e l ＊商社T r a d i n g
ホテル神戸オリエンタルホテル

Orl e n t a l H o t e l

観光旅館瀬瀞(東有馬)古泉閣
観光旅館ホテル全但
ホテル神戸ボートピアホテル

ＫＯＢＥＰＯＲＴＯＰＩＡＨＯＴＥＬ

ホテル新神戸オリエンタルホテル
ピールアサヒビール

樹$－１硯
元町通三ｒ目
( 3 2 1 ）５５５５
元町通三丁目
( 3 2 1 ｊ 5 5 5 6
七 シダ一価
( 3 9 1 ）５４８１～３
Ｃ世n m r - C 邸

誉:; f与胤Ｉ測群
元町１倦伽
（３３３）６８６８

元町過二】・目
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３－ｍｏｔｏｍＥｃｈｉ

さ人ら力‘
I ３９１ｊ３５５８

ホテル
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９１７

神社１１１
０７１
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七ン夕一階
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Ｃｅｎｌ巴ｒ－Ｇ＆ｉ

大 九前
( 3 3 1 ）３３８８
１，「ｒｏｎｔ回ｆＤ■ＩｍＢｒｕ

七ン夕一置

騨{｡：零A･5333
大 丸防
( 3 2 1 ）ｏ３６ｏ
ＩｍｆＦｐｎｔｐｆＤ且I m Q r u
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神戸べノレ昌i 3 鎌ﾝ 7 ’５' 《
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山本通り三１．m
( 2 7 1 1 3 7 1 1

電 化住設 ナショナルリビングプラザ神戸

さくら銀行
ＵＣＣ上島靭排
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神戸いすぎ自動車
神戸北野ホテル

菓子
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チョコレート

瓦煎餅

喫茶
チョコレート
キャンデイ

パン・喫茶
洋菓子

吉富
同31】４

生川
【334）Ｉ 銀 行

卵誹・紅茶
直輸入
あかふじ米

自動車

Ｌトアロード
【３３１）２０２０

ﾌ γシヨンＣ
プレイス

Ｅｕ

*婦人洋装｡洋品L a d i e，ｓ
キ帽子扇x i m

ﾗﾊﾝドパｯｸ説…
ベビー用品フアミ
子供服F a m i l i a r

婦 人服地シン
婦人靴ジヨァ

S h o p ･ 装身具･ 服飾品
シン＆, ) ｱ ６弓了r

T o r R o a d

サ僧2,V亮『,!こ§
２－ｍｏ１ｏｍａｃＩＭ

リア元町,,･眉(3 9 , ) 5 5 5 5
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Ｈ○ＮＴ八Ｋ八Ｗ、国○> 八
●お菜子グルメのお菓子です巴

全国有名百貨店でお求めください。

今回はエコルセのおいしさが
生まれるまでの、あらすじを
お話しますもまず生地を薄く
焼きあげます。それを、クル
クルと巻く。その時、生地の
間に封じこめる空気が、サク
サクした歯ざわりの秘密です。
形は、三角、四角、筒型の全
三巻。筒に、チョコレートを
つめて､ できあがりです｡ さて、
ここまでは､ いわばおいしさの
序章｡ 本編はあなたのおロで、
ゆっくり、お楽Ｌみください。

一
一

．
Ⅱ
ロ
ハ
午
一

「木｣の字を大切にしていますも

木高ﾉ E 屋

○

エコルセ
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一
一
凸
毎

』

ｌ
こ
の
星
和
台
は
い
つ
来
て
も
緑

豊
か
で
、
整
然
と
し
た
街
並
が
美
し

く
、
落
ち
着
き
ま
す
ね
。

大
山
私
も
こ
こ
に
暮
ら
し
て
、
も

う
長
い
の
で
す
が
、
環
境
は
年
々
良

く
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
住
み
心
地

も
本
当
に
い
い
で
す
よ
。

ｌ
街
は
生
き
て
い
て
、
ま
た
日
埼

成
長
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

大
山
そ
う
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意

味
で
も
、
星
和
台
は
成
熟
し
た
街
に

緑
豊
か
で
、
美
し
い
街
並
が
印
象
的
な
星
和
台
。

こ
の
環
境
を
守
る
た
め
、
大
切
な
の
が
「
建
築
協
定
」
。

そ
こ
で
建
築
協
定
に
つ
い
て
星
和
台
連
合
自
治
会
会

長
で
神
戸
市
建
築
協
定
地
区
連
絡
協
議
会
会
長
を
務

め
る
大
山
節
郎
氏
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

Ｐ

凸

快
適
な
住
環
境
を

守
る
た
め
に

建
築
協
定
汚
恵

大山節郎さん

塞謹雲雲雲雲」

霧

蕊鶴濁 望

Ｉ

ー

:蕊 蕊

一電胃

謹雲塞婁
回

蕊
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隔
は
１
メ
ー
ト
ル
以
上
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
条
件
も
あ
り
ま
す
が
、

た
だ
こ
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
で
、
ゆ

と
り
あ
る
空
間
を
持
っ
た
落
ち
着
い

た
街
並
が
保
た
れ
て
い
る
の
も
事
実

で
す
。
他
に
も
い
く
つ
か
の
項
目
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
全
て
街
全

体
の
美
観
や
安
全
を
守
る
た
め
の
も

の
な
ん
で
す
。

ｌ
こ
の
星
和
台
の
街
は
出
来
て
か

ら
約
加
年
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
そ

ろ
そ
ろ
建
て
替
え
な
ど
増
改
築
を
さ

れ
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
。

大
山
確
か
に
、
年
、
加
年
と
経
て

ば
、
家
族
構
成
も
変
わ
っ
て
き
ま
す

か
ら
、
増
改
築
を
さ
れ
る
方
も
お
ら

れ
ま
す
。
そ
の
場
合
、
住
民
の
中
か

ら
選
ば
れ
た
運
営
委
員
で
設
計
図
面

／

な
り
ま
し
た
。

ｌ
こ
れ
だ
け
の
環
境
を
保
ち
続
け

る
に
は
、
や
は
り
住
民
の
方
々
の
努

力
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
…

大
山
こ
の
星
和
台
は
、
豊
か
な
緑

地
を
も
た
せ
た
り
屋
根
の
傾
斜
角
を

そ
ろ
え
た
り
と
、
統
一
さ
れ
た
イ
メ
ー

ジ
で
計
画
的
に
作
ら
れ
た
街
な
ん
で

す
。
つ
ま
り
、
始
め
に
作
ら
れ
た
環

境
が
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
今
の
暮
ら
し
良
い
環
境
が

あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
快
適
な
住

環
境
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
大
切
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
「
建
築

協
定
」
な
ん
で
す
。

ｌ
そ
の
「
建
築
協
定
」
と
い
う
の

は
ど
う
い
う
も
の
な
ん
で
す
か
。

大
山
こ
れ
は
住
環
境
を
守
り
な
が

ら
、
さ
ら
に
よ
り
良
く
す
る
事
を
目

的
に
作
ら
れ
た
住
民
の
規
約
で
す
。

星
和
台
で
は
入
居
す
る
と
き
に
こ
の

地区住民の理解と関心が美観を守る

協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ｌ
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
決

め
が
あ
る
ん
で
す
か
。

大
山
そ
う
で
す
ね
、
例
え
ば
建
物

に
つ
い
て
は
専
用
住
宅
と
す
る
こ
と
、

ｑ

し

道路からは１ｍ以上の
ゆとりが保たれている

一
区
画
に
は
一
戸
し
か
建
て
ら
れ
な

い
こ
と
、
将
来
と
も
一
区
画
の
宅
地

を
分
割
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
な
ど

の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
隣
の
家
や
道
路
か
ら
の
間

写瞳カタ' ト争刑に1 屯】＄

露I雲

、

を
見
な
が
ら
事
前
協
議
を
行
い
ま
す
。

こ
の
事
前
協
議
が
終
了
し
な
け
れ
ば
、

神
戸
市
の
確
認
申
請
が
受
け
付
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

ｌ
こ
の
協
定
に
は
期
限
が
あ
る
ん

で
す
か
。

大
山
は
い
、
加
年
が
有
効
期
間
で

す
。
先
程
も
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、

年
の
間
に
は
家
族
構
成
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
、
そ
れ
に
社
会
情
勢

な
ど
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
か
ら
、
こ

の
建
築
協
定
を
更
新
し
て
い
く
の
に

も
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
星
和
台
で

は
、
８
地
区
あ
る
う
ち
の
２
地
区
が

既
に
更
新
を
終
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
住
民
の
方
々
の
建
築
協
定
に
対
す

る
理
解
が
深
く
、
ま
た
こ
の
美
し
い

住
環
境
を
守
り
、
次
の
世
代
に
残
し

て
い
こ
う
と
す
る
意
識
が
高
い
か
ら

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

プ新星和不動窪株式会社
神戸支店

〒65 1 - 1 1神戸市北区鳴子2丁目1 7番2号
TEL.O78-593-6612

SlIIlSHWA

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



『 隷 俳 測 升 識 四 卦 ン こ 器 ｇ 玉

ノ
Ｌ

⑧

別
一
心

／
、

、
ノ

雲
号
さ

恥
闇
1
1
1
汁
1
1
1
室
鍋
墨
鍬
鯛

>
卜
と
シ
酎
宮
睡

庁
Ｉ
－
ｌ
ｌ
ｌ
画
一
(
1
皇
掛
ご
卜
銚
呈

Ｉ

汁
坤

Ｊ 賛 ト謡 諜 卦済 ｓ 掲伽 司 浅半 鐸汁 蛍 四ｒ 塗

ｓ う 特軒 へ 一 ｍ

？ 斤 湾ｓ 一 Ｊ掛 苧 ぺ

一 群 － ， ↑

識 舜
融 Ｊ湾 急

イ ヴ 一

Ｊ ・ 』

一 鹿 ・ 呈

与 ・ ぷ
べ 囲
今 ・ 丹

一 ） ・ 畳

パ ー 油

ご み 〆 名
ｆ

讃 炉
行 夢亜 冷

斗 一 ）
話 ｒ

べ

苫
､
r
･
苛
湯
喜
弄
５
汀
･
苛
潟
再
詐

｡h
岸べ
Ｊ執
冥方
ｓ>
-)
H′
ｒく
『縮
､j
“』

前
餌
Ｓ
到
軒
再
Ｓ
が
こ
す
亀
尋
ペ
ロ
Ｍ
１
索

「
渉
芦
Ｓ
」
宮
へ
嘩
丙
二
戸
す
-
｢
'
両

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



雨丑屈踊

、／

厳
r 函

、

ﾖ ｰ ﾛ ｯ バの豊か蝿史と伝統を継承した高級ﾎ ﾃ ﾙ

ノ

圃

４

花ＥＪＵ”

熱HOTELG川RESⅢ
ホテルコ藍一フルリッツ
稗戸風月堂毒島
壷( 0 7 8 ) 3 0 3 - 5 5 5 5

民
砿
劉
醗

l f 中
即
閤
園 ；弓

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



Ｌ
Ｐ
色
Ｐ

勺
６
３
●
品
■

鰯‘鶏‘錘雲霞'ﾂ識蝿織蝿ivZ耐

勘罰発
行
．
（
有
）
月
刊
神
戸
っ
子
神
戸
市
中
央
区
東
町
１
１
３
の
１
大
神
ビ
ル
９
Ｆ
郵
便
番
号
〒
６
５
０
電
話
（
○
７
８
）
３
３
１
．
２
２
４
６

神
戸
っ
子
第
３
９
１
号
１
９
９
３
年
刊
月
１
日
発
行
（
毎
月
１
回
１
日
発
行
）
昭
和
加
年
１
月
即
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
ナ
ニ
ワ
印
刷
（
株
）
印
刷

. 錨/ 墾銭璽脚竺竺g ; ‘輔，》

蕊
誼菖

え 宮□ 宿た
い

ク

賎』

美 心１
１
１ ﾏつ』豆

味 、 たし
き
、

禰園認ﾛ ﾖ 風ﾑ ﾙ 懇i 醜興“5 ，１

▼

”、〃｡ 良'

ｰ

え
、､瞳１、

●
ｒロ

鍵､ 暁 。

協議

雲塞善
ﾆスノ 乱這

hi‘宮

Ｋ 恥p か

ムＪＱＰ－Ｆ二

廷

垂
緬
浄
塞
牢
担
却
湘
（
送
料
髄
円
）

編
集
／
小
泉
美
喜
子
・
発
行
／
小
泉
康
夫
こ

り

凸

、一室鐸3ツ
〃＆．|秀毒Ｉｉ溌

園仰酋仙ＩｉＦｌ寵 己

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m




